
解
脱
上
人
と
明
恵
上
人

―
「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
と
「
春
日
大
明
神
御
託
宣
記
」
―

野

村

卓

美

一

は
じ
め
に

例
え
ば
、
謡
曲
『
春
日
龍
神
⑴

』
の
一
節
に
、
明
恵
上
人
が
春
日
社
に
入
唐
渡

天
の
暇
乞
い
に
参
拝
し
た
時
、
明
神
は

こ
れ
は
仰
せ
に
て
も
候
へ
ど
も

さ
す
が
に
上
人
の
お
ん
事
は

年
始
よ
り

四
季
折
々
の
ご
参
詣
の

時
節
の
少
し
の
遅
速
を
だ
に

待
ち
か
ね
給
ふ
神

慮
ぞ
か
し

さ
れ
ば
上
人
を
ば
太
郎
と
名
づ
け

笠
置
の
解
脱
上
人
を
ば
次

郎
と
頼
み

左
右
の
眼
両
の
手
の
ご
と
く
に
て

昼
夜
各
参
の
擁
護
懇
ろ
な

る
と
承
り
て
候
ふ
ほ
ど
に

日
本
を
去
り
入
唐
渡
天
し
給
は
ん
こ
と

い
か

で
神
慮
に
叶
ふ
べ
き

た
だ
思
し
召
し
止
ま
り
給
へ

＊
傍
線
は
、
私
に
付
し
た
。
以
下
、
同
。

と
語
っ
た
と
あ
る
。

こ
の
春
日
明
神
の
発
言
の
中
で
、
明
恵（
一
一
七
三
〜
一
二
三
二
）と
解
脱（
一

一
五
五
〜
一
二
一
三
。
以
下
、
引
用
を
除
い
て
は
「
貞
慶
」
と
記
す
）
を
「
左
右

の
眼
両
の
手
」
と
、「
擁
護
懇
ろ
な
る
」
一
対
の
僧
侶
と
し
な
が
ら
も
、
年
少
の

明
恵
を
「
太
郎
」、
十
八
歳
年
長
の
貞
慶
を
「
次
郎
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
留
意

さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
差
異
意
識
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

明
恵
を
太
郎
、
貞
慶
を
次
郎
と
す
る
説
話
（
以
下
、「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
と
略

記
）
誕
生
の
背
景
に
つ
い
て
、
少
し
検
討
し
て
み
た
い
。

「
各
曲
解
題
」
に
よ
る
と
、
同
曲
は
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
頃
に
は
上
演
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
当
時
の
知
識
人
は
、「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
を
違
和
感

な
く
受
容
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同
解
題
に
は
「『
金
玉
要
集
』
に

（
マ
マ
）

収
め
る
「
春
日
大
明
神
御
事
」
は
《
春
日
龍
神
》
の
直
接
の
典
拠
と
は
言
い
が
た

い
」
が
「
注
目
」
す
べ
き
作
品
、
と
す
る
。『
金
玉
要
集
』
で
も
明
恵
・
貞
慶
に

ト

ヲ

言
及
し
て
い
る
が
、「
汝
解
脱
房
以
テ
、
我
太
郎
ノ
子
息
ト
ス
ル
ニ
」
云
々
と
あ

り
、「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
と
は
言
い
難
い
。
で
は
、『
春
日
龍
神
』
の
作
者
は
、

同
説
話
を
ど
の
様
な
経
緯
で
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二

『
沙
石
集
』
と
「
太
郎
・
次
郎
説
話
」

説
話
集
で
、
最
初
に
「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
が
見
出
せ
る
の
は
『
沙
石
集
⑵

』

で
は
な
か
ろ
う
か
。「
解
説
」
に
は
「
無
住
が
『
沙
石
集
』
の
筆
を
起
こ
し
た
の

は
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）、
五
十
四
歳
の
時
」
と
あ
り
、
明
恵
歿
後
、
約
半
世

紀
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
巻
第
一
ノ
五

慈
悲
と
智
と
あ
る
人
を
神
明
も
貴
び
給

ふ
事

に
は
、

春
日
大
明
神
の
御
託
宣
に
は
、「
明
恵
房
・
解
脱
房
は
わ
が
太
郎
・
次
郎
な

⑴

り
」
と
こ
そ
仰
せ
ら
れ
け
れ
。

あ
る
時
、
二
人
、
春
日
の
御
社
へ
参
詣
し

給
ひ
け
る
に
、
春
日
野
の
鹿
ど
も
、
膝
を
折
り
て
皆
臥
し
て
敬
ひ
奉
り
け

り
。

論

文
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⑵

明
恵
房
の
上
人
、
渡
天
の
事
、
心
の
中
ば
か
り
に
思
ひ
立
ち
給
ひ
け
る
に
、

湯
浅
に
て
春
日
明
神
御
託
宣
あ
り
て
、
留
め
給
へ
り
。
か
の
御
託
宣
の
日
記

も
侍
る
と
ぞ
承
る
。
遙
々
と
離
れ
ん
事
を
、
歎
き
思
し
食
す
由
の
仰
せ
あ
り

⑶

て
、
御
留
め
あ
り
け
る
こ
そ
、
忝
く
哀
れ
に
覚
ゆ
れ
。

「
思
ひ
立
ち
候
は

ば
、
天
竺
へ
安
穏
に
渡
り
な
む
や
」
と
申
し
給
ひ
け
れ
ば
、「
我
だ
に
守
ら

ば
、
な
ど
か
」
と
こ
そ
仰
せ
あ
り
け
り
。

と
あ
る
⑶

。

「
頭
注
」
に
は
、
二
重
線
部
の
「
御
託
宣
の
日
記
」
と
は
「『
春
日
明
神
託
宣

記
』
を
い
う
か
」
と
あ
る
。『
春
日
明
神
託
宣
記
』
は
『
明
恵
上
人
神
現
伝
記
』（
以

下
、『
神
現
伝
記
』
と
略
記
）・『
高
弁
記
』
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
明
恵
が
建
仁

年
中
に
渡
竺
し
、
仏
跡
を
尋
ね
る
こ
と
を
計
画
し
た
が
、
同
三
年
（
一
二
〇
三
）

正
月
に
春
日
明
神
の
託
宣
が
あ
り
断
念
し
た
。
そ
の
経
緯
を
明
恵
の
高
弟
喜
海
が

詳
述
し
た
記
録
で
あ
る
。『
神
現
伝
記
』
奥
書
に
は
、

貞
永
年
中
於
梅
尾
竹
内
住
房
、
列
彼
御
降
臨
之
座
席
正
所
見
、
又
上
人
自
筆

之
記
并
親
上
人
密
々
被
示
語
之
間
密
事
等
記
留
之
、
更
不
可
及
外
聞
、
本
記

已
被
破
却
了
、
全
雖
不
可
注
留
、
但
是
為
自
癈
忘
乍
恐
記
之
、
能
々
可

秘
々
々
矣
、

華
厳
宗
沙
門
喜
海

と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
貞
永
年
中
（
一
二
三
二
〜
三
）、
即
ち
、
明
恵
歿
後
直
ち
に

編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
喜
海
が
託
宣
の
折
り
に
見
聞
し
た
こ
と
、
明
恵
が
直
接

語
っ
た
こ
と
も
記
録
し
た
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、「
本
記
已
被

破
却
了
」
と
あ
り
、
一
度
明
恵
が
破
棄
し
た
が
、「
癈
忘
」
を
恐
れ
た
喜
海
が
再

編
纂
し
た
と
あ
る
。「
更
不
可
及
外
聞
」・「
能
々
可
秘
々
々
矣
」
と
は
あ
る
が
、

無
住
が
「
か
の
」
と
記
し
て
お
り
、
か
な
り
流
布
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
（
後

述
）。
で
は
、
無
住
が
実
際
に
『
神
現
伝
記
』
を
披
見
し
て
い
た
か
を
『
沙
石
集
』

と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
確
認
し
て
み
た
い
。

最
初
に
、
傍
線
部
（
３
）
か
ら
比
較
す
る
。
同
文
は
見
出
せ
な
い
が
、
近
似
し

た
記
述
は
、
正
月
廿
九
日
の
託
宣
の
中
に
、

ヘ

リ

ト
モ
モ

コ
ソ

シ
テ
ノ

ヲ
モ

ラ
ム

タ
ト
ヒ
天
竺
渡
給
、
其
我
等

守
護

其
大
願

タ
ス
ケ
奉

ス
ル
コ
ト
ニ

ヘ
ト
モ

テ
候
、

（
６
張
）

と
あ
る
。
し
か
し
、
表
現
が
異
な
っ
て
お
り
直
接
的
な
関
係
を
推
察
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
。

次
に
、
傍
線
部
（
２
）
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。『
沙
石
集
』
で
は
明
恵

が
渡
竺
の
願
望
を
心
中
に
秘
し
て
い
た
の
を
、
明
神
が
気
付
き
託
宣
を
下
し
た
こ

と
に
な
り
、
両
者
の
緊
密
さ
が
際
だ
つ
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
神
現

伝
記
』
冒
頭
に
は
、

ノ

テ

ク

ス

ニ

テ

ヲ

ヲ

去
建
仁
年
中
比
、
上
人
恒
語
曰
、〈
略
〉
必
西
天
向
歩
ハ
コ
ヒ
、
遺
跡
タ
ツ

フ

ヲ

セ
リ
キ

ネ
テ
志
ハ
ケ
ム
ヘ
シ
ト
云
大
願
起
、

（
１
〜
２
張
）

と
あ
り
、
渡
竺
の
大
願
を「
恒
」に
口
外
し
て
お
り
、
無
住
の
記
述
と
は
異
な
る
。

傍
線
部
（
１
）
も
『
神
現
伝
記
』
と
相
違
し
て
い
る
。『
神
現
伝
記
』
に
よ
る

と
、
託
宣
が
あ
っ
た
の
は
建
仁
三
年
正
月
廿
六
日
・
廿
九
日
の「
紀
州
居
住
ノ
間
」

（
２
張
）
の
こ
と
で
あ
り
、
翌
月
五
日
、
紀
州
か
ら
春
日
へ
向
か
い
、
同
七
日
、

ニ
シ
テ

ヲ

東
大
寺
尊
勝
院
に
落
ち
着
き
、「
東
大
寺
中
御
門
ノ
辺
、
鹿
三
十
頭
ハ
カ
リ
膝

シ
テ

ニ

ニ

ス

テ

ス

屈

同
時
一
面
臥
、」（
１４
張
）
と
い
う
奇
瑞
に
遭
遇
し
、「
同
九
日
、
始
社
参
」、

ノ

ニ

ス

「
同
廿
七
日
、
解
脱
上
人
対
面
タ
メ
ニ
笠
置
寺
参
、」（
１６
張
）
と
行
動
し
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
春
日
社
に
参
拝
し
た
の
は
明
恵
の
み
で
、
貞
慶
は
笠
置
寺

で
明
恵
を
待
っ
て
お
り
、
神
鹿
の
膝
折
り
は
東
大
寺
で
の
出
来
事
で
あ
っ
た
⑷

。

最
後
に
、
波
線
部
の
「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
を
検
討
し
て
み
た
い
。
託
宣
中
に

貞
慶
の
名
前
が
登
場
す
る
の
は
、『
神
現
伝
記
』で
は
正
月
廿
九
日
の
み
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、

レ
ハ

ノ

ハ

ノ

ハ

ニ

ナ
ル
ニ

フ

モ

ノ

然

籠
居
条
我
等
ウ
ケ
サ
ル
ナ
リ
、
解
脱
御
房
不
思
議
哀

人
候
、
其
籠
居

ト

条
我
等
ウ
ケ
ス
候
ナ
リ
、
カ
ク
申
御
物
語
候
ヘ
シ
、

（
５
張
）

ト

と
あ
る
。
最
後
の「
カ
ク
申
御
物
語
候
ヘ
シ
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
春
日
明
神（
湯

浅
宗
光
妻
室
に
憑
依
し
て
い
る
）
は
明
恵
が
貞
慶
に
面
会
に
行
く
意
思
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
わ
か
る
が
、
こ
の
託
宣
の
み
か
ら「
太
郎
・
次
郎
説
話
」

が
創
作
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

如
上
、
無
住
は
『
神
現
伝
記
』
と
推
察
さ
れ
る
「
御
託
宣
の
日
記
」
に
言
及
し
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て
い
る
が
、
比
較
し
た
如
く
、
直
接
、『
神
現
伝
記
』
を
参
照
し
た
と
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
平
野
多
恵
氏
は
「
か
の
御
託
宣
の
日
記
も
侍
る
と
ぞ
承
る
」
と

の
記
述
か
ら
、「
春
日
明
神
の
託
宣
話
が
明
恵
側
の
記
録
に
直
接
拠
ら
ず
、
人
づ

て
の
伝
聞
に
拠
る
こ
と
を
示
し
て
」
い
る
と
し
、「『
沙
石
集
』
の
情
報
源
の
間
接

性
」
を
指
摘
し
て
い
る
（
補
注
（
３
））。

で
は
、「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
は
何
処
で
誕
生
し
、『
春
日
龍
神
』
作
者
や
無
住

達
に
、
ど
の
様
に
し
て
届
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
明
恵
伝
記
を
調
査
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
周
辺
を
少
し
検
討
を
し
て
み
た
い
。

三

明
恵
伝
記
と
「
太
郎
・
次
郎
説
話
」

明
恵
伝
記
文
献
の
研
究
は
、
奥
田
勲
氏
の
「
解
説
⑸

」（
以
下
、「
奥
田
解
説
」

と
略
記
）
が
最
も
詳
細
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、『
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
』

と
呼
ば
れ
る
、
所
謂
行
状
系
の
『
仮
名
行
状
』・『
漢
文
行
状
』
は
「
根
本
的
な
資

料
と
し
て
重
視
」
す
べ
き
作
品
で
あ
り
、『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
』・『
梅
尾
明
恵
上

人
物
語
』
等
と
呼
ば
れ
る
作
品
は
、
所
謂
伝
記
系
の
作
品
で
あ
り
、「
後
代
の
増

補
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
多
く
見
え
」「
明
恵
像
が
極
め
て
説
話
的
に
構
成
さ
れ
て

ゐ
る
」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

『
仮
名
行
状
』
中
巻
は
散
佚
し
て
い
る
た
め
、
同
巻
は
『
漢
文
行
状
』
で
補
わ

れ
る
。
因
み
に
、
そ
の
『
漢
文
行
状
』
中
巻
に
は
、
建
仁
年
間
の
託
宣
の
様
が
略

述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
貞
慶
の
名
前
は
見
出
せ
な
い
が
、
最
後
に
「
委
細
之

ハ

シ

旨
如
別
記
一 ス
ル
カ

」（
８
張
）
と
あ
り
、「
別
記
」
は
『
神
現
伝
記
』
を
指
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
伝
記
系
に
限
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、
全
て
の
伝
記
系
に
見
出
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
載
せ
ら
れ
て
い
て

も
、
そ
の
記
述
箇
所
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
等
、
伝
記
系
を
「
太
郎
・
次

郎
説
話
」
を
中
心
に
分
類
す
る
と
、
三
種
類
の
型
が
存
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

最
初
に
、「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
作
品
か
ら
み
て
ゆ
く
。

平
野
多
恵
氏
が
「
諸
写
本
の
う
ち
で
も
最
古
態
を
保
つ
草
稿
本
的
な
性
格
を
持
つ

伝
本
」
と
す
る
、
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
書
写
の
『
梅
尾
明
恵
上
人
傳
⑹

』（
以

下
、「
慶
応
貞
治
本
」
と
略
記
）
か
ら
、
該
当
す
る
箇
所
を
引
用
し
て
み
る
。『
春

日
龍
神
』・『
沙
石
集
』
は
渡
竺
計
画
の
折
り
に
、
春
日
明
神
の
明
恵
・
貞
慶
に
言

及
す
る
託
宣
が
あ
っ
た
と
す
る
が
、「
慶
応
貞
治
本
」
に
は
、

ニ

ニ

建
仁
年
中
、
春
日
大
明
神
上
人
之
御
事
付
テ
、
度
々
御
託
宣
ア
リ
。
コ
ト
多

ニ

ヨ
リ
テ
別
紙
有
之
。

（
２１
ウ
〜
）

と
、
簡
略
に
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
渡
竺
を
断
念
し
た
建
仁
年
間
の
記
事
に
は

同
説
話
は
見
出
せ
な
い
。
で
は
、
ど
こ
で
、
そ
れ
は
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。行

状
系
で
は
、
文
覚
と
明
恵
が
対
談
す
る
記
述
が
二
箇
所
あ
る
。
最
初
は
、

ノ

「
生
来
十
四
歳
時
」（『
仮
名
行
状
』
上
・
１２
オ
）
と
あ
る
の
で
、
文
治
二
年
（
一

一
八
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。
文
覚
が
所
労
の
折
り
に
、
明
恵
が
文
覚
の
指
示
通
り

薬
師
仏
に
祈
る
と
平
癒
し
た
と
あ
る
。
二
度
目
は
、
建
久
九
年
（
一
一
八
九
）
廿

六
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
淡
路
島
等
を
廻
っ
て
高
尾
に
還
っ
た
明
恵
に
対
し

て
文
覚
は
、
梅
尾
を
造
立
し
て
閑
居
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。
そ
し
て
、
運
慶
法
師

作
の
釈
迦
如
来
像
、
唐
本
十
六
羅
漢
の
軸
等
を
贈
る
、
と
語
り
説
得
を
試
み
て
い

る
。
明
恵
は
指
示
に
従
っ
て
、
数
輩
の
学
衆
と
共
に
、
学
問
・
問
答
講
等
を
行
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
折
り
に
、

ニ

テ

ト

ニ

ス

ニ

而
同
九
年
八
月
廿
五
日
始
探
玄
記
第
一
巻
五
六
人
ノ
衆
共
談
、
其
夜
夢
春
日

ノ

ヲ

ニ

テ

フ
ト
ル

大
明
神
此
宗
傳
道
ヨ
ロ
コ
ム
テ
、
縁
立
舞
給

見
、（『
同
』
上
・
５１
ウ
）

云
々
と
瑞
夢
を
見
て
い
る
。

伝
記
系
の
文
覚
説
話
を
、
先
に
紹
介
し
た
「
慶
応
貞
治
本
」
で
見
て
ゆ
く
。
白

上
峰
で
の
修
行
を
終
え
た
明
恵
は
、
淡
路
島
な
ど
を
巡
っ
て
い
た
が
、
文
覚
上
人

所
労
と
の
報
を
受
け
て
高
尾
に
ま
か
る
。
減
気
を
得
た
文
覚
が
、
以
下
の
如
く

「
告
曰
」
た
。
こ
の
寺
の
近
辺
、
も
し
く
は
、
梅
尾
に
草
庵
を
造
っ
て
住
ん
で
欲

し
い
。
ま
た
、
運
慶
法
師
作
の
釈
迦
像
を
付
属
し
、
唐
本
十
六
羅
漢
も
取
り
寄
せ

る
と
丁
寧
に
語
っ
た
。
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聊

ノ

老
病
躰
少
減
躰
ナ
レ
ト
モ
、
心
神
イ
マ
タ
心
ヨ
カ
ラ
ス
。
露
命
、
旦
暮
期
シ

カ
タ
シ
。
イ
カ
ニ
ミ
ス
テ
タ
マ
フ
ソ
ナ
ト
、
イ
サ
メ
ラ
レ
シ
ホ
ト
ニ
、
暫
ト

思
テ
ト
ヽ
マ
ル
ト
コ
ロ
ニ
、
衆
僧
コ
ソ
リ
テ
所
望
ノ
間
、
辞
ス
ル
ニ
ト
コ
ロ

ニ

ナ
ク
シ
テ
、
探
玄
記
講
之
。
其
夜
夢
春
日
大
明
神
、
此
宗
ノ
伝
通
ヲ
ヨ
ロ
コ

ノ

ヒ
給
テ
、
坊
ヱ
ム
ニ
立
テ
舞
タ
マ
フ
ト
見
ル
。

ニ

ニ

【
又
其
比
、
カ
ノ
春
日
ノ
御
社
御
神
楽
ノ
有
ケ
ル
次
オ
サ
ナ
キ
ミ
コ
ノ
有
ケ

ニ

ニ

ル
ニ
ツ
カ
セ
給
ヒ
テ
、
此
宗
高
尾
被
講
誠
深
義
ヲ
ノ
フ
ル
事
、
昔
ヒ
ト
シ
。

ウ
レ
シ
キ
カ
ナ
ヤ
〳
〵
、
タ
レ
〳
〵
モ
ユ
キ
テ
キ
ケ
〳
〵
、
明
恵
上
人
ヲ
ハ

フ

我
太
郎
ト
思
、
解
脱
上
人
ヲ
ハ
我
二
郎
ト
思
ト
御
託
宣
ア
リ
ケ
ル
ト
テ
、
ナ

ラ
ヨ
リ
来
レ
ル
学
侶
カ
タ
リ
申
事
ヒ
ロ
フ
シ
ケ
リ
。

ノ

ニ

ニ

ニ

又
此
上
人
御
事
ツ
キ
テ
連
々
ノ
御
託
宣
ア
リ
。
事
多
ヨ
リ
テ
コ
レ
ノ
セ
ス
。

ニ

本
所
注
シ
ヲ
ケ
リ
ト
云
々
。

ニ

ニ

ニ
ハ

又
社
官
ヨ
リ
モ
此
山
此
記
ヲ
オ
ク
レ
リ
。
別
紙
有
之
。】
此
上
人
、
外

聖

ノ

ニ
ハ

ノ

教
源
底
ヲ
キ
ハ
メ
、
内

禅
定
證
智
相
応
シ
タ
マ
ヘ
リ
。〈
以
下
略
〉

（
１８
ウ
〜
）

＊
【

】
は
私
に
付
し
た
。

云
々
、
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
行
状
系
で
は
二
箇
所
で
記
さ
れ
て
い
た
文
覚
と

の
対
面
が
、
伝
記
系
で
は
一
箇
所
に
纏
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
次
に
、「
太
郎
・

次
郎
説
話
」
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

管
見
の
及
ん
だ
作
品
で
、
同
様
の
記
述
を
有
す
る
の
は
、
興
福
寺
蔵
『
栂
尾
明

恵
上
人
伝
』上（
１１
オ
）・
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵『
明
恵
上
人
伝
記
』（
１３
オ
）・

東
寺
観
智
院
蔵
『
明
恵
上
人
伝
記
⑺

』
上
（
２３
ウ
）・
版
本
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』

で
あ
る
。

次
に
、「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
は
見
出
せ
る
が
、
幾
分
、
記
述
箇
所
が
異
な
っ

て
い
る
作
品
が
あ
る
。
そ
れ
は
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
書
写
の
高
山
寺
蔵
『
栂

尾
明
恵
上
人
伝
記
』（
以
下
、「
高
山
寺
慶
長
四
年
本
」
と
略
記
）
で
あ
り
、
そ
れ

は
「
抄
録
本
」
で
「
版
本
系
の
本
文
を
持
つ
た
本
を
基
に
し
て
抄
出
」
し
た
と
推

察
さ
れ
て
い
る
（「
奥
田
解
説
」）。
平
野
氏
は
「
慶
応
貞
治
本
と
同
系
と
考
え
ら

れ
る
の
が
、
高
山
寺
慶
長
四
年
本
⑻

」
と
す
る
。「
高
山
寺
慶
長
四
年
本
」
は
、
文

覚
が
明
恵
に
栂
尾
に
丁
寧
に
留
ま
る
よ
う
に
頼
ん
だ
後
に
、「
建
久
九
年
ノ
秋
ム

ノ

ニ

ツ
カ
シ
キ
ト
テ
モ
ト
ス
ミ
ス
テ
シ
紀
州
白
上
峰
帰
給
」
た
が
、
騒
音
の
た
め
筏
立

の
宗
光
の
知
行
地
に
移
り
、
坐
禅
に
励
ん
で
い
た
。

ニ

又
建
仁
年
中
春
日
大
明
神
、
上
人
ノ
御
事
ツ
キ
テ
度
々
御
託
宣
ア
リ
、
或
ハ

明
恵
上
人
ヲ
ハ
我
太
郎
ト
思
、
解
脱
上
人
ヲ
ハ
我
次
郎
ト
思
云
々
、
元
久
二

年
春
比
渡
天
竺
ス
テ
ニ
思
立
給
時
、

（
４
オ
〜
）

云
々
、
と
あ
る
。
伝
記
系
で
建
仁
年
中
に
「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
が
語
ら
れ
た
と

す
る
の
は
、
管
見
の
及
ん
だ
限
り
で
は
、「
高
山
寺
慶
長
四
年
本
」の
み
で
あ
る
。

最
後
に
、「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
伝
記
系
作
品
を
見
て

ゆ
く
。「
室
町
期
の
書
写
」（「
奥
田
解
説
」）
で
あ
る
高
山
寺
蔵
『
梅
尾
明
恵
上
人

物
語
』
に
は
、

テ

ス
ル
ニ

テ

ニ

ノ

衆
僧
挙
所
望
之
間
辞

所
無
探
玄
記
講
之
、一
其
夜
ノ
夢
春
日
明
神
此
宗
伝
通

テ

ノ

ニ

ト

（
一
字
空
白
）

ノ

ヲ

メ

ノ

ニ

テ

ノ

悦
給
坊
縁
立
舞
給
見
、

此
上
人
聖
教
源
底
究
邪
正
二
宗
迷
悟
於
无
一
念

疑
、一

（
１２
オ
〜
）

と
あ
り
、
先
に
引
用
し
た
「
慶
応
貞
治
本
」
の
【

】
の
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
。

春
日
明
神
が
縁
に
立
っ
て
舞
っ
た
と
い
う
瑞
夢
と
、
次
の
説
話
の
間
に
は
一
字
程

度
の
空
白
が
あ
り
、
そ
こ
に
注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
次
の
如
く
で
あ

る
。
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
書
写
の
高
山
寺
蔵
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
』
上
に

は
「
此
間
欠

�
〽

」（
１３
オ
）、
と
「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
の
欠
落
を
示
唆
す
る
注
記
が

あ
る
が
、「
本
文
中
に
本
文
と
別
筆
の
書
き
入
れ
が
数
種
類
存
在
す
る
が
、
そ
れ

ら
を
区
別
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
」（「
奥
田
解
説
」）
と
あ
る
、
ま
た
、
大
倉

精
神
文
化
研
究
所
蔵
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
』
上
に
も
此
間
欠

「
�
」
（
１３
オ
）
と
あ
る
。

注
記
は
見
出
せ
な
い
が
、
一
字
程
度
の
空
白
が
設
け
ら
れ
て
い
る
作
品
と
し
て

は
、
高
山
寺
蔵
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
』
上
（
１３
オ
）・
穂
久
邇
文
庫
蔵
『
明
恵
上

人
伝
』・
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
『
古
文
明
恵
上
人
伝
記
』（
９
ウ
）・
高
野
山

親
王
院
本
『
明
恵
上
人
伝
』
本
（
１６
オ
）・
法
隆
寺
本
『
明
恵
上
人
伝
』
上
（
１１

オ
）
が
あ
る
。
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「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
は
伝
記
系
全
て
の
作
品
に
見
出
せ
る
の
で
は
な
く
、
管

見
の
及
ん
だ
限
り
で
は
あ
る
が
、
半
数
以
上
の
作
品
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。

上
述
し
た
こ
と
を
中
心
に
、
幾
つ
か
気
付
い
た
こ
と
を
記
し
て
み
た
い
。

先
ず
、
伝
記
系
の
「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
を
、『
春
日
明
神
』・『
沙
石
集
』
の

そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
平
野
氏
の
指
摘
す
る
如
く
、「
別
々
の
時
の
言
」（
補
注

（
３
））
で
あ
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
託
宣
の
な
さ
れ
た
状

況
が
異
な
っ
て
い
る
。
前
者
は
渡
天
を
留
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
春

日
社
の
「
御
神
楽
」
の
際
の
降
託
で
あ
る
（「
高
山
寺
慶
長
四
年
本
」
は
除
く
）。

ま
た
、
託
宣
を
し
た
人
物
、
託
宣
を
聞
い
た
場
所
、
そ
れ
を
伝
え
た
人
物
等
も
異

な
っ
て
い
る
。

次
に
、
貞
慶
・
明
恵
の
年
齢
設
定
で
あ
る
。
伝
記
系
の
諸
作
品
は
、
行
状
系
の

作
品
に
比
し
て
、
年
代
に
余
り
配
慮
し
な
い
で
記
述
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か

し
、「
慶
応
貞
治
本
」
か
ら
は
、
作
者
（
編
者
？
）
が
意
図
し
た
同
説
話
誕
生
の

年
代
が
推
察
さ
れ
る
。
文
覚
と
の
対
面
が
語
ら
れ
る
以
前
は
、
白
上
峯
で
の
修
行

の
経
緯
で
あ
り
、
引
用
し
た
記
事
の
直
後
に
は
、「
建
久
九
年〈
戊
午
〉秋
末
」（
２０

ウ
）
と
あ
る
。
そ
し
て
、
先
に
引
用
し
た
如
く
、「
建
仁
年
中
」
云
々
と
い
う
託

ニ

宣
は
「
別
紙
有
之
」
と
し
て
、
全
て
省
略
す
る
。
後
人
の
増
補
や
明
恵
説
話
を
中

心
に
編
纂
さ
れ
た
伝
記
系
か
ら
、
年
代
を
云
々
す
る
こ
と
は
危
険
が
伴
う
か
と
も

思
わ
れ
る
が
、
少
し
、
論
じ
て
み
た
い
。
伝
記
系
の
如
く
、
春
日
明
神
の
託
宣
を

建
久
九
年
頃
と
す
る
と
、
明
恵
は
廿
六
歳
、
貞
慶
は
四
十
四
歳
で
あ
る
。
貞
慶
は

同
三
年
に
笠
置
に
移
住
し
、『
弥
勒
講
式
』・『
地
蔵
講
式
』・『
欣
求
霊
山
講
式
』

（
同
七
年
）
や
『
唯
識
論
尋
思
抄
』（
同
八
年
）
を
著
す
等
、
精
力
的
に
南
都
で

活
躍
し
て
い
る
。
一
方
、
明
恵
は
未
だ
留
ま
る
べ
き
寺
も
定
ま
ら
ず
、
紀
州
を
遍

歴
し
て
い
る
修
行
期
で
あ
り
、
伝
記
系
の
如
く
、
こ
の
時
期
に
明
恵
を
貞
慶
と
同

列
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
賞
賛
す
る
記
事
を
こ
の
位
置
に
配
置
し
た
の
は
、
貞

慶
・
明
恵
の
評
価
が
あ
る
程
度
定
ま
っ
て
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
、
創
作
さ
れ
た
場
所
を
考
察
し
て
み
た
い
。
先
に
引
用
し
た
如
く
、「
慶

応
貞
治
本
」
で
は
春
日
の
御
社
で
御
神
楽
が
あ
っ
た
折
り
に
、「
オ
サ
ナ
キ
ミ
コ
」

に
憑
い
て
語
っ
た
こ
と
を
、
奈
良
か
ら
来
た
学
侶
が
披
露
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、

傍
線
を
付
し
た
箇
所
に
も
、
春
日
明
神
の
「
連
々
ノ
御
託
宣
」
が
「
注
シ
オ
」
か

れ
て
お
り
、「
社
官
」
か
ら
も
「
此
山
」
に
贈
ら
れ
て
い
た
と
あ
る
。
明
恵
に
関

す
る
多
く
の
託
宣
が
春
日
社
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
中
の
一
つ
が
「
太
郎
・
次

郎
説
話
」
で
あ
っ
た
と
解
せ
る
。
伝
記
系
の
記
述
に
拠
る
と
、
同
説
話
は
春
日
社

で
誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、「
慶
応
貞
治
本
」
に
は
近
似
し
た
記
事
が
見
出
せ
る
。
そ
れ
は
、
明
恵

が
二
度
目
の
渡
竺
を
断
念
し
た
直
後
に
、

リ
テ

ニ

其
比
、
南
都
ノ
住
侶
焚
賢
僧
都
ノ
モ
ト
ヨ
リ
、
態
ト
人
ヲ
奉

其
状
云
、
去ニ

廿
四
日
参
詣
春
日
社
壇
、
念
誦
之
間
、
オ
リ
フ
シ
御
神
楽
ア
リ
。
舞
巫
ノ
中

ニ俄
神
詫
シ
給
テ
云
、

と
、「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
誕
生
と
同
様
に
「
御
神
楽
」
の
折
り
に
、「
舞
巫
」
に

「
神
託
」
が
あ
り
、
春
日
明
神
が
渡
竺
を
留
め
た
真
意
を
語
る
。
そ
し
て
、

ト

ノ

ノ

猶
雖
言
多
取
詮
ト
云
々
。
此
焚
賢
ハ
事
縁
ア
リ
テ
上
人
日
来
申
承
ル
人
ナ

テ

リ
。
其
ヨ
シ
ミ
ヲ
以
示
申
ニ
ヤ
。

（
２３
ウ
〜
）

と
、
託
宣
が
明
恵
に
も
た
ら
さ
れ
た
背
景
が
語
ら
れ
る
。

こ
の
「
焚
賢
説
話
」
は
、「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
全
て
の

伝
記
系
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
眼
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
限
り
で
は
、

興
福
寺
蔵
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
』
上
（
１６
オ
）
と
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵
『
明

恵
上
人
伝
記
』（
１９
ウ
）
の
計
三
本
の
み
に
存
し
て
い
る
。

奥
田
氏
は
、「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
や
「
焚
賢
説
話
」
に
つ
い
て
、「
南
都
系
或

い
は
春
日
の
関
係
の
話
が
興
福
寺
に
伝
来
す
る
本
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
」
こ
と
に

着
目
し
、「
春
日
系
の
人
々
の
増
補
の
跡
」（「
奥
田
解
説
」）
と
す
る
。
平
野
氏
も

「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
は
春
日
社
に
「
当
時
多
く
あ
っ
た
託
宣
の
一
つ
」（
補
注

（
３
））
と
す
る
。
こ
れ
は
、
先
に
引
用
し
た
「
慶
応
貞
治
本
」
等
の
記
述
を
意

識
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
興
福
寺
・
貞
慶
と
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
春
日

で
、
貞
慶
を
軽
視
す
る
よ
う
な
説
話
が
生
ま
れ
た
背
景
の
説
明
が
必
要
と
な
る
の
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で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
等
の
記
述
に
よ
る
と
、
多
数
の
託
宣
が
明
恵
に
も
た
ら

さ
れ
た
と
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
「
焚
賢
説
話
」
以
外
に
も
確
認
す
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら
は
ど
の
様
に
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

「
太
郎
・
次
郎
説
話
」
奈
良
創
作
説
に
対
し
て
、
筒
井
早
苗
氏
は
、
先
に
引
用

し
た
「
高
山
寺
慶
長
四
年
本
」
の
同
所
を
示
し
、
同
説
話
は
「
明
恵
圏
に
お
い
て

つ
く
ら
れ
た
話
型
⑼

」
と
す
る
。
し
か
し
、
氏
は
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
明
記
し

て
い
な
い
。

四

明
恵
と
「
春
日
大
明
神
御
託
宣
記
」

近
本
謙
介
氏
は
、
興
福
寺
の
僧
侶
が
春
日
明
神
の
霊
験
譚
や
託
宣
を
記
録
し
て

い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
⑽

。「
慶
応
貞
治
本
」
等
に
よ
る
と
、
春
日
社
で
語
ら
れ
た

明
恵
に
関
す
る
託
宣
類
は
、
奈
良
か
ら
高
山
寺
に
も
た
ら
さ
れ
、「
別
紙
」
に
記

録
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
し
た
が
う
と
、
大
量
の
「
御
託
宣
記
」
が

高
山
寺
に
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
未
だ
そ
の
よ
う
な
「
別
紙
」
は

報
告
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
調
査
し
得
た
の
は
二
例
の
み
で
あ
る
が
、
明

恵
が
身
辺
に
置
い
て
い
た
と
い
う
「
御
託
宣
記
」
に
関
す
る
記
事
を
見
出
す
こ
と

が
出
来
た
。
以
下
、
検
討
し
て
み
た
い
。

先
ず
、「
晩
年
の
明
恵
よ
り
の
聞
書
」
で
、「
寛
喜
元
年
頃
」（
一
二
二
九
）
に

成
立
し
た
、「
禅
浄
房
記
」
の
『
上
人
之
事
』（「
奥
田
解
説
」）
に
は
、

寛
喜
元
年
九
月
十
七
日
酉
刻
、
御
物
語
云
、〈
略
〉
又
去
春
比
歟
、
春
日
大

明
神
御
託
宣
記
ヲ
片
端
取
テ
、
令
奉
問
大
明
神
云
、
欲
生
慈
氏
仏
前
、
得
候

ナ
ム
ヤ
、
御
答
云
決
定
令
生
給
云
々
、

（
１４
ウ
〜
）

と
あ
る
。「
欲
生
慈
氏
仏
前
、
得
候
ナ
ム
ヤ
」
と
の
「
問
」
に
対
し
て
、
大
明
神

が
「
決
定
令
生
給
」
と
「
御
答
」
た
と
の
記
述
が
「
春
日
大
明
神
御
託
宣
記
」
に

あ
る
と
、
明
恵
が
語
っ
た
と
の
記
録
で
あ
る
。
で
は
、「
問
」
を
発
し
た
の
は
誰

で
あ
ろ
う
か
。

も
う
一
例
は
、『
最
後
臨
終
行
儀
事
』
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
同
書
は
明

恵
の
高
弟
定
真
が
「
明
恵
没
後
ま
も
な
い
頃
に
記
し
止
め
た
も
の
」（「
奥
田
解

説
」）
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

ニ

サ
ク

ニ

ノ

ク

ス
ル
リ

シ

ロ

ノ

爰
定
真
申
、
奉
ル
ト

レ

見
二

其
期
已
近
ケ
リ

一

云
々
、
答
曰
、
皆
存
知

也
、
年
来
処
三

ニ

ト
シ
テ

レ

ヲ

テ

ヲ

安
立
ス
ル

二

心
中
一

法
門
、
一
事

不
忘
一

云
々
、
其
後
唱
弥
勒
宝
号
一

含
咲
一

遷
化

シ
玉
ヘ
リ

ノ

ノ

ノ

テ

矣
、

巳
刻
終
也
、
抑
此
臨
終
粧
。
兜
率
上
生
、
有
レ

憑
無
レ

疑
。
加
之

ノ

〔
託
〕

ニ

ノ

ヲ

キ

ス

〔
模
〕

ノ

リ

〔
託
〕

勘
フ
ル
ニ

二

春
日
御
詫
宣
并
和
尚
平
生
夢
記
一

彼
此
可
レ

為
ニ

規
摸
ト一

者
也
、
御
詫
宣

ニ記
云
、

ニ

フ

セ
ン
ト

ニ

ハ

ニ

愚
僧
白
言
、
成
弁
順
次
欲
レ

往
二

生

慈
氏
仏
前
、一
此
願
可
成
就
一

乎
、
仰
云
、

ノ

リ

決
定
可
令
成
就
一

也
、
更
不
レ

可
レ

有
疑
、一
兜
率
内
院
上
生
決
定
也
、
云
々
已

上

（
３
ウ
〜
）

と
あ
り
、
明
恵
の
臨
終
を
定
真
が
看
取
っ
た
際
の
記
録
で
あ
る
。
明
恵
は
弥
勒
宝

号
を
唱
え
て
、
笑
み
を
含
ん
で
遷
化
し
た
。
定
真
は
、
明
恵
の
そ
の
よ
う
な
行
為

ノ

〔
託
〕

に
は
、「
春
日
御
詫
宣
」
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

〔
託
〕

ニ

フ

そ
れ
を
引
用
す
る
。「
御
詫
宣
記
」
よ
る
と
、「
愚
僧
白
言
」
と
あ
り
、「
欲
レ

往
二

セ
ン
ト

ニ

ハ

生

慈
氏
仏
前
、一
此
願
可
成
就
一

乎
」
と
質
問
し
た
の
は
明
恵
で
あ
る
。「
決
定
可

令
成
就
一

也
」と
答
え
た
の
は
大
明
神
で
あ
る
。
と
す
る
と
、『
最
後
臨
終
行
儀
事
』

〔
託
〕

の
「
御
詫
宣
記
」
と
『
上
人
之
事
』
の
「
春
日
大
明
神
御
託
宣
記
」
は
同
内
容
の

問
答
を
し
て
お
り
、
同
一
の
作
品
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。『
上
人
之
事
』
の
「
問
」
は
明
恵
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

で
は
、
明
恵
は
何
時
、
春
日
明
神
に
こ
の
よ
う
な
「
問
」
を
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
明
恵
が
直
接
問
い
か
け
た
問
答
で
あ
り
、「
慶
応
貞
治
本
」
等
が
記
す
奈
良

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
で
は
な
い
。
明
恵
が
春
日
明
神
と
直
接
問
答
し
た
の

は
、
先
に
言
及
し
た
『
神
現
伝
記
』
の
正
月
廿
九
日
で
は
な
か
ろ
う
か
。
明
恵
が

問
い
掛
け
て
は
い
な
い
が
、ハ

シ
テ
ク

カ

ヲ

ト

又
来
生
ノ
兜
率
ノ
往
生
必
定

遂
ヘ
シ
、
我
コ
ノ
詞
モ
テ
定
量
シ
テ
御
不
審

ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、

（
６
張
）
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と
春
日
明
神
が
答
え
て
い
る
。『
上
人
之
事
』・『
最
後
臨
終
行
儀
事
』
共
に
問
答

を
行
っ
た
と
あ
り
、『
神
現
伝
記
』
は
省
略
し
て
い
る
が
、
明
恵
の
問
い
掛
け
に

明
神
が
答
え
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
⑾

。

先
ほ
ど
か
ら
引
用
し
て
い
る
如
く
、『
神
現
伝
記
』
は
漢
字
・
カ
タ
カ
ナ
混
じ

り
で
著
さ
れ
て
い
る
が
、『
上
人
之
事
』・『
最
後
臨
終
行
儀
事
』
は
漢
文
体
で
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
神
現
伝
記
』
の
異
本
『
高
弁
記
』
奥
書

に
、

写
本
云
本
者
即
有
真
名
仮
名
二
本
、
倶
入
錦
袋
取
唐
箱
、
為
最
極
秘
本
、
故
若
有
深

重
懇
志
之
人
者
、
雖
令
読
聞
之
、
輙
不
可
許
書
写
、
此
必
不
可
令
違
失

云
々
、

此
記
事
依
伝
聞
、
令
欣
求
之
処
、
自
聖
弘
之
手
、
譲
得
之
了
、
感

悦
哀
傷
計
会
耳
、

沙
門
道
悟

于
時
永
享
六
年
〈
甲
寅
〉
二
月
十
五
日
書
之
畢

と
あ
る
記
述
が
参
考
に
な
る
。
興
福
寺
僧
と
推
察
さ
れ
る
沙
門
道
悟
が
聖
弘
か
ら

譲
ら
れ
た
も
の
を
、
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
二
月
十
五
日
に
書
写
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
奥
書
に
は
、
真
名
・
仮
名
の
二
本
が
存
し
て
い
た
こ
と
が
明
記
さ

ノ

〔
託
〕

れ
て
い
る
⑿

。
即
ち
、「
春
日
大
明
神
御
託
宣
記
」（『
上
人
之
事
』）・「
春
日
御
託

〔
託
〕

宣
」
ま
た
は
「
御
託
宣
記
」（『
最
後
臨
終
行
儀
事
』）
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
は
、

真
名
本
の
『
神
現
伝
記
』
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
春
日
明
神
の
明
恵
に
関
す

る
託
宣
を
編
纂
し
た
「
別
紙
」
に
該
当
す
る
作
品
は
、
未
だ
見
出
す
こ
と
は
出
来

な
い
。

五

お
わ
り
に

上
述
し
た
如
く
、
最
後
ま
で
明
恵
が
信
仰
の
拠
と
し
た
も
の
の
一
つ
に
、
建
仁

三
年
正
月
廿
九
日
に
湯
浅
宗
光
妻
室
に
憑
依
し
た
際
の
、
春
日
大
明
神
の
託
宣
が

あ
っ
た
。
そ
れ
を
記
録
し
、
明
恵
や
周
囲
の
僧
侶
は「
春
日
大
明
神
御
託
宣
記
」・

ノ

〔
託
〕

〔
託
〕

「
春
日
御
託
宣
」・「
御
詫
宣
記
」と
称
し
て
、
鄭
重
に
取
り
扱
っ
て
い
た
こ
と
は
、

上
述
し
た
こ
と
か
ら
も
判
断
出
来
る
。

ま
た
、『
神
現
伝
記
』
が
明
恵
周
辺
で
重
視
さ
れ
た
の
は
、
正
月
廿
九
日
に
、

レ

ニ

ク

キ
ニ

ニ

ノ

ヲ

我
人
著
コ
ト
無

ア
ラ
ス
、
纔
一
両
事
語
ラ
ム
カ
タ
メ
ニ
ツ
ク
事
ア
レ
ト

カ

ノ

シ
テ

リ

フ

ハ

モ
、
コ
レ
ホ
ト
我
真
ス
カ
タ
ヲ
顕

折
コ
タ
レ
、
ネ
ム
コ
ロ
ニ
契
語
事
ナ
キ

モ

ヨ
リ

ヲ

ナ
リ
、
昔
イ
マ
タ
ナ
シ
、
今

ノ
チ
モ
又
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
我
今
降
臨
タ
レ

ノ

ヲ

ス

レ

ノ

ノ

ノ

キ

ナ
リ

テ
慇
懃
教
誡
致
コ
ト
ハ
、
此
御
房
入
聖
得
果
道
近
瑞
相

、

（
５
張
）

と
、
春
日
明
神
が
語
っ
て
い
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
少

し
の
こ
と
を
語
る
た
め
に
憑
依
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
長
く
語
る
こ

と
は
今
ま
で
も
な
く
今
後
も
無
い
、
と
語
っ
て
お
り
、
極
め
て
特
殊
な
場
合
で
あ

る
こ
と
。
ま
た
、
明
恵
に
関
す
る
こ
と
を
中
心
に
、
多
く
の
事
柄
が
語
ら
れ
て
い

る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
喜
海
が
筆
録
し
、
珍
重
し
た
理
由
の
一
つ
で
あ

ろ
う
。

『
神
現
伝
記
』
は
余
り
流
布
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て

は
、
先
に
引
用
し
た
『
高
弁
記
』
道
悟
の
奥
書
に
、「
故
若
有
深
重
懇
志
之
人
者
、

雖
令
読
聞
之
、
輙
不
可
許
書
写
、
此
必
不
可
令
違
失
云
々
」
と
あ
る
こ
と
に
留
意

す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
書
写
は
許
さ
れ
ず
、「
読
聞
」
で
伝
承
さ
れ
る
こ
と

で
流
布
し
て
い
た
。
と
す
る
と
、
無
住
の
「
か
の
御
託
宣
の
日
記
も
侍
る
と
ぞ
承

る
」
と
い
う
記
述
も
納
得
で
き
る
。『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』
巻
五
の
「
太
郎
・

ル
ニ

ト

次
郎
説
話
」
は
「
伝
承

」
で
始
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
金
玉
要
集
』
の
「
汝

ヲ

解
脱
房
以
テ
、
我
太
郎
ノ
子
息
ト
ス
ル
ニ
」
と
い
う
、
異
文
的
記
述
が
見
ら
れ
る

の
も
、「
読
聞
」
と
い
う
伝
承
方
法
に
そ
の
因
を
求
め
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

建
仁
三
年
正
月
の
春
日
明
神
の
降
託
は
長
時
間
に
わ
た
り
、
多
く
の
事
柄
が
語

ら
れ
た
。
そ
れ
は
『
神
現
伝
記
』
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
が
、
秘
書
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
、
書
写
は
容
易
に
許
さ
れ
ず
、
主
に「
読
聞
」に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
過
程
で
様
々
な
事
柄
が
添
加
・
排
除
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。「
太
郎
・
次
郎
説

話
」
も
そ
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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貞
慶
と
明
恵
の
関
係
を
、
当
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
を
調

査
す
る
な
ど
、
未
だ
、
検
討
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
山
積
し
て
い
る
が
、「
太

郎
・
次
郎
説
話
」
の
成
立
に
『
神
現
伝
記
』
が
関
与
し
た
可
能
性
の
一
端
を
検
討

し
て
み
た
。

補
注

⑴

引
用
は
伊
藤
正
義
校
注
『
謡
曲
集

上
』（
新
潮
古
典
文
学
集
成
。
一
九
八

三
年
）。「
頭
注
」・「
各
曲
解
題
」
も
同
書
。

⑵

引
用
は
小
島
孝
之
校
注
・
訳
『
沙
石
集
』（
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
。

小
学
館
。
二
〇
〇
一
年
）。「
頭
注
」・「
解
説
」
も
同
書
。

⑶

こ
の
説
話
に
つ
い
て
は
、
平
野
多
恵
「『
沙
石
集
』
明
恵
関
連
説
話
の
情
報

源
―
巻
一
「
慈
悲
と
智
と
あ
る
人
を
神
明
も
貴
び
給
ふ
事
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」

『
説
話
の
界
域
』（
笠
間
書
院
。
二
〇
〇
六
年
）に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑷

神
鹿
の
膝
折
り
等
、
明
恵
の
み
に
見
ら
れ
た
説
話
が
、
後
に
貞
慶
の
そ
れ
に

も
見
出
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
浅
野
祥
子
「
明
恵
上
人
と
貞
慶
上
人
―
説
話

の
混
淆
、
個
性
の
問
題
等
に
つ
い
て
―
」『
明
恵
讃
仰
』
第
十
八
号
（
一
九
八

七
年
十
月
）
に
指
摘
が
あ
る
。

⑸

奥
田
「
解
説
」『
明
恵
上
人
資
料

第
一
』（
高
山
寺
資
料
叢
書
。
東
京
大
学

出
版
会
。
一
九
七
一
年
）。

⑹

平
野
「
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
梅
尾
明
恵
上
人
傳
上
』
解
題
と
翻
刻
」『
十

文
字
学
園
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
十
六
集
（
二
〇
〇
六
年
三
月
）。

引
用
も
同
論
文
。

⑺

粕
谷
隆
宣
「
東
寺
観
智
院
蔵
『
明
恵
上
人
伝
記
』（
上
冊
）
翻
刻
」『
空
海
の

思
想
と
文
化
』（
小
野
塚
幾
澄
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
。
二
〇
〇
四
年
）参
照
。

⑻

平
野
「『
明
恵
上
人
伝
記
』
の
系
統
と
成
立
」『
国
語
と
国
文
学
』
第
八
十
巻

第
四
号
（
二
〇
〇
四
年
四
月
）。
な
お
、
伝
記
系
作
品
の
略
称
は
同
論
文
を
参

照
し
た
。

⑼

筒
井
「
春
日
明
神
と
貞
慶
・
明
恵
」『
説
話
文
学
研
究
』
第
三
十
四
号
（
一

九
九
七
年
五
月
）

⑽

近
本
「
春
日
霊
験
伝
承
を
め
ぐ
る
縉
紳
と
緇
侶
―
九
條
兼
実
と
菩
提
山
僧
正

信
円
な
ど
―
」『
論
集

説
話
と
説
話
集
』（
和
泉
書
院
。
二
〇
〇
一
年
）。

⑾
『
神
現
伝
記
』
の
中
に
は
、「
上
人
申
云
、
・
・
・
仰
云
、
・
・
・
」（
７
張
）

の
よ
う
に
問
答
形
式
で
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

⑿

「
奥
田
解
説
」
で
は
『
神
現
伝
記
』
に
は
仮
名
本
と
真
名
本
が
存
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、「
行
状
系
諸
本
と
の
関
係
」
を
指
摘
し
て
い
る
。

＊
引
用
典
籍
は
、
以
下
の
と
お
り
。

『
金
玉
要
集
』（『
礒
馴
帖

村
雨
篇
』（
和
泉
書
院
。
二
〇
〇
二
年
））。
明

恵
関
係
の
書
籍
で
、
注
記
無
き
場
合
は
全
て
、『
明
恵
上
人
資
料
』
第
一
（
東

京
大
学
出
版
会
）
か
ら
引
用
。『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』（
臨
川
書
店
）。

な
お
、
本
稿
は
大
谷
大
学
国
文
学
会
（
二
〇
〇
九
年
十
月
三
日
）
の
「
解
脱

上
人
と
明
恵
上
人
」
と
題
し
た
講
演
に
加
筆
・
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
二
〇
〇
九
・
十
・
廿
九
）

付
記拙

稿
提
出
後
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
見
出
し
た
。

高
信
撰
『
高
山
寺
縁
起
』
に
よ
る
と
、
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
に
三
重
宝
塔

一
基
が
覚
厳
法
眼
の
沙
汰
で
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
文
殊
像
等
四
躰
と
共

に
、
舎
利
塔
一
基
も
納
め
ら
れ
た
。
そ
の
舎
利
に
つ
い
て
、

件
舎
利
者
、
依
春
日
明
神
之
霊
託
、
従
笠
置
解
脱
上
人
相
伝
之
、
委
如
別

記
、〈
貞
永
二
年
〈
癸
巳
〉
二
月
一
日
安
置
塔
内
畢
〉、

（
６
ウ
〜
）

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
は
『
高
山
寺
縁
起
略
書
』（
８
ウ
）
に

も
見
出
せ
る
。
貞
慶
か
ら
伝
授
さ
れ
た
舎
利
と
あ
り
、
当
然
、
そ
の
経
緯
を
詳
述

し
た
「
別
記
」
と
は
『
神
現
伝
記
』
で
あ
る
。

即
ち
、
明
恵
教
団
で
は
「
春
日
明
神
之
霊
託
」
も
『
神
現
伝
記
』
を
指
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
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